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 タイに来て約 3 カ月が経ち、最初の頃よりも生活に慣れてきました。

タイはまだまだ暑くずっと 8 月の気分です。11 月には乾季になるよう

で少し季節の違いを感じることができたら嬉しいです。最初にタイに

来た頃は雨もあまりひどくなかったのですが、最近は短時間で大雨が

降り道路が冠水するところをよく見かけます。数時間すると何事もな

かったかのように水も引き歩けるようになります。急いでいるときは

すごく困りますが、これも雨期ならではの体験だと思います。 

 

・学生生活 

 KMUTT では study break という制度があり、9 月の中旬、10 月の下旬に 1 週間授業が休

みになることがありました。授業科目によって異なりますが、実際にはテスト期間のような

ものでこの期間に試験を実施する授業もあります。私の場合は、筆記テストのある授業を取

っていないため、テストではなく通常通り授業があるものと休講の両方を経験しました。1

週間すべて休みだと思っていたので少し残念でした。 

 タイの大学には制服がありますが、普段着ている人はほとんどいなくテストや式典のと

きのみ着用するようであまり着る機会はありません。制服の人を見かけるとテストの時期

になったことを実感します。 

 9 月下旬にはインテリア設計実習の最終発表がありました。この授業では、決められた課

題に沿って利用者の想定や家具の配置などを考えます。毎週の授業で先生と 1 対 1 で相談

をして設計を進めていき、最終発表では自分の設計案を 3DCG などで表現しプレゼンテー

ションを行いました。慣れないインテリアの設計や英語でのプレゼンテーションはとても

難しく苦労しました。インテリアの設計はとても細かく、今まで日本の大学では建物の設計

をしていたのでその差に苦労しました。また、クラスの子たちの作品はとてもレベルが高く

驚きました。初めての経験ばかり分からないことも多く大変でしたが、今となっては良い経

験をしていると感じます。 

  

・日常生活 

 10 月下旬にビザの延⾧をするため、バンコク市内にあるイミグレーションセンターに行

きました。この時期は学生で混み合うため、朝早くイミグレーションセンターに行く必要が

ありました。ほかの交換留学生からの情報も踏まえて朝 4 時にタクシーに乗って向かいま

した。しかし着いた時点で既に 30 人近くは外で待っていて、私もそこに混ざり待ちました。

オンライン予約もあるのですがかなり前から予約をしないと枠を取ることは難しいようで、



基本みんな朝から並びます。朝 6 時半ごろ整理券を受け取り、建物内に入りました。受付は

8 時半から開始されるため、それまでは椅子に座って待ちました。建物内はとても広く、屋

台や飲食店、コンビニなどもあり、かなり充実していてある程度は暇つぶしが出来ました。

12 時から 13 時のお昼休憩を挟み、私のビザ延⾧申請が終わったのは 15 時前でした。かな

り⾧い間待ちましたが、無事に延⾧出来て良かったです。 

 

 

 

 


